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大変お忙しい日々をお過ごしの中、本セミナー
にご参集いただき、誠にありがとうございます。
皆さんの逞しいお顔と向学心に燃えた眼を拝見し
ていますと、医薬品卸業の将来に明るいものを感
じ、大変うれしく思っているところです。折角の
機会ですので、流通改善を中心に最近の卸連合会
の動きについてご紹介します。
昨年末に開催された中医協において、業界の意
見陳述が行われました。私も業界を代表して出席
し、流通の現状や卸連合会が懸命に取り組んでい
ることについて説明しました。その時、中医協委
員から流通に関して様々な質問がありました。流
通問題に対する関心が高まっていることを、大変
うれしく思うと同時に、その責任の重さを感じた
次第です。新型インフルエンザのパンデミック時
や東日本大震災で、皆さんに立派に役割を果たし
ていただいたことが、こういう流れにつながった
のではないかと感謝申し上げます。
ただ、支払側の白川先生から、「薬価は公定価格

であり、中医協で単価を決めているが、それを無
視したような取引が行われていることは、法治国
家として情けない実態であると強く申し上げたい」
という大変厳しい指摘がありました。医薬品卸も
含めた流通にかかわる当事者に対し、薬価制度の
本来の趣旨をもう一度よく考え、そして緊急提言
の内容を実現して流通改善を行っていくことが強
く求められることを再認識させられました。流通
改善は、もはや待ったなしの状況にあります。
その後、３月23日に流通改善懇談会が行われま
した。その場で卸側委員から、流通改善に対する
強い決意と、日本保険薬局協会との合意内容につ
いて紹介させていただきました。その内容は皆さ
んご承知のとおり、単品単価契約を行うというも
のです。その過程で、場合によってはカテゴリー
別価格交渉から入る、契約期間を最長６か月に決
める、あるいは取引条件についての覚書を交わし
て取引を行っていく、というものです。皆さんに
はすでに取り組んでいただいているところですが、
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流改懇の委員からは、いままでにない具体的な内
容であると評価をいただきました。また、今後問
題があれば、ワーキングチームをつくって一つひ
とつ問題を解決していきたい、厚労省もその労を
惜しまないという話もありました。卸連合会とし
ては積極的にワーキングチームに参加していきた
いと思っています。
こういった流れを受け、３月末に卸連合会の会
長声明を出し、流通改善に対する不退転の決意を
内外に示しました。その会長声明を持って４月～
５月に病院関係７団体を訪問し、流通改善へのお
願いと卸が取り組んでいることを説明しました。
実は２年前の薬価改定時にも訪問していますが、
そのときのことも含め、３つのことを強く感じま
した。
１つは、２年前とは雰囲気がかなり違うことで
す。２年前は、「早く妥結してもご褒美があるわけ
でもなければ、遅れたからといってペナルティも
ない。こんなことでは未妥結・仮納入の問題はな
かなか解決しない」というような発言もありまし
たが、今回は７団体のどこからもそのような話は
ありませんでした。「病院団体本部としては、流通
改善の必要性を十分に認識しているが、傘下病院
は厳しい経営状況にある。流通改善の推進には卸
の皆さんとともに頑張っていきたい」という話が
ありました。これも厚労省経済課にかなり真剣に
取り組んでいただいた結果だと実感した次第です。
２つめは、日本保険薬局協会との取り組みにつ
いても説明しましたが、期間を明確に区切り、カ
テゴリー別価格交渉の提案など、非常に具体的に
なってきていると好意的な評価をいただきました。
それから３つめは、様々な病院団体から、「我々
は、日本保険薬局協会と卸連との合意事項が本当
に実践されるかをしっかり見ています。そのとお
りに進むのであれば、私どもの団体もしっかり取
り組んでいかざるを得えないでしょう」という話
もありました。その意味で、やはり日本保険薬局
協会との合意事項を実効性のあるものにし、成果
を挙げていくことが、いま私たちに課せられた一
番大きな課題であると思っているところです。

こういった流れの中で、６月20日に日本保険薬
局協会とのワーキングチームの第１回目の会合が
開かれ、日本保険薬局協会では傘下の会員に対し
て十分にその趣旨を徹底していくという話があり
ました。８月には第２回目が開かれるだろうと思
います。今後は、例えばメーカーとのワーキング
チームも開かれていくでしょう。
流通改善は今回が正念場であり、最大のチャン
スです。同時に、私は最終のチャンスだと考えて
います。皆さんもぜひ、流通改善にご注力いただ
き、そのリーダー役を担っていただきたいとお願
い申し上げます。
さて、今回のセミナーは、「医療連携と医薬品
卸の役割」をテーマにしました。薬価改定と同時
に実施された診療報酬改定は原則２年に一度、介
護報酬改定は原則３年に一度で、６年ぶりに同時
に改定されたわけです。これは2025年の社会保障
と税の一体改革の第一歩に位置づけられています。
今回の改定の重要事項は、医療機能の分担、連携、
それから在宅医療の充実であろうと思います。そ
こで今年の講演会のテーマは、在宅医療、在宅介
護を中心に地域医療を推進するための機能分担と
連携のあり方を探っていくことにしました。
医薬品卸には地域医療の基盤を支えていくこと
が求められています。医薬品卸は地域において行
政や医師会、薬剤師会、看護協会と連携し、今後、
コーディネーター役をしっかり果たし、患者さん、
ひいては国民のためにその機能を発揮していかな
ければならないと考えています。国民医療の結節
点としての医薬品卸の機能を高めることができれ
ばと思っています。
今回のセミナーでは、厚労省の鎌田経済課長に
基調講演をいただき、その後、東京都医師会の野
中会長、日本薬剤師会の木村常務理事、日本看護
協会の齋藤常任理事にご講演いただきます。大変
有意義なお話を聞かせていただけると私も期待し
ているところです。皆さんもどうかしっかり勉強
していただき、会社に帰られて事業の運営や会社
経営に活かしていただきたいと願っています。


